
RZ SERIES

CEマーキング適合
UL、cUL認定

RCMマーク適合

デジタル指示調節計
（温度調節計）

R



※リレー接点/電圧パルス/電流出⼒の選定は、注⽂時指定。

RZSeries

RZ400
（48×96ｍｍ）

（*）定格値での数値となります。 ご使⽤の状況によっては保証しかねる場合があります。
（*）RZ400のOUT1・2で搭載される制御出⼒リレーの場合のみとなります。

制御出⼒リレー電気的寿命︓ 
      300,000回以上(*)

制御出⼒リレー機械的寿命︓ 
      50,000,000回以上(*)

RZ100
（48×48ｍｍ）

OUT1割付可能項⽬（リレー接点・電圧パルス・電流）
加熱制御出⼒、冷却制御出⼒、警報1/2出⼒､HBA1/2出⼒

OUT2割付可能項⽬（リレー接点・電圧パルス・電流）
加熱制御出⼒、冷却制御出⼒、警報1/2出⼒､HBA1/2出⼒

OUT3割付可能項⽬（リレー接点）
警報1/2出⼒､HBA1/2出⼒、冷却制御出⼒
※OUT3はリレー接点容量・寿命が異なります

OUT1
OUT2
OUT3

加熱制御出⼒
冷却制御出⼒

警報1出⼒
警報2出⼒
HBA1出⼒
HBA2出⼒

況によっては保証しかねる場合があります
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RZ□□□ □□□－□ □－□ □＊□ □ □□/

サイズ

電流検出器(CT)⼊⼒

通信

防⽔･防塵

出⼒3(OUT3)種類

出⼒2(OUT2)種類

出荷時設定の指定

出
荷
時
設
定

イ
ニ
シ
ャ
ル
設
定
値

出⼒1(OUT1)種類

出荷時設定の指定がない場合、指定不要です
⼊⼒の種類・レンジは設定により切換可能です

出荷値設定の指定例

出荷値設定コード
出荷値設定コード

イニシャル設定コードイニシャル設定コード

(※1)

(注意)

(注意)

(注意)

(注意)

(注意)

制御出⼒機能と警報/HBA機能を同じ出⼒（OUT）に割り付けた場合、制御出⼒機能が
優先され、その警報/HBA機能は無効となります。

(※2)

出荷値設定の指定がない場合、指定不要です

(1) (2)
□

(3)
□－ － －

(4)
□

(5)
□

(6)
□

(7)
□ □機能標準価格

\15,000
\20,000

加算 \2,000
加算 \2,000

加算 \2,000

加算 \2,000
加算 \2,000

加算 \9,000
加算 \9,000
加算 \500

加算 \5,000
加算 \5,000
加算 \7,000
加算 \7,000

Ｎ Ｎなし
Ａ Ａ上限偏差
Ｂ Ｂ下限偏差
Ｃ Ｃ上下限偏差
Ｄ Ｄ範囲内
Ｅ Ｅ待機付き上限偏差
Ｆ Ｆ待機付き下限偏差
Ｇ Ｇ待機付き上下限偏差
Ｈ Ｈ上限⼊⼒値
Ｊ Ｊ下限⼊⼒値
Ｋ Ｋ待機付き上限⼊⼒値
Ｌ Ｌ待機付き下限⼊⼒値
Ｑ Ｑ再待機付き上限偏差
Ｒ Ｒ再待機付き下限偏差
Ｔ Ｔ再待機付き上下限偏差(上下限共通設定)
U U範囲内(上限・下限個別設定)
Ｖ Ｖ上限設定値
Ｗ Ｗ下限設定値
X X上下限偏差(上限・下限個別設定)
Y Y待機付き上下限偏差(上限・下限個別設定)
Z Z再待機付き上下限偏差(上限・下限個別設定)

指定不可 2ループ断線警報の出⼒
4 4RUN中モニタ

1
a)PID制御時︓制御出⼒OUT1割付
b)加熱冷却PID制御時︓加熱側制御出⼒OUT1割付

     冷却側制御出⼒OUT2割付

加熱側制御出⼒OUT1割付
冷却側制御出⼒OUT2割付

警報1割付 OUT3
警報2割付 OUT3

     冷却側制御出⼒OUT1割付
2

a)PID制御時︓制御出⼒OUT2割付
b)加熱冷却PID制御時︓加熱側制御出⼒OUT2割付

Nなし
1OUT1
2OUT2
3OUT3

Nなし
1OUT1
2OUT2
3OUT3

Nなし
1OUT1
2OUT2
3OUT3

Nなし
1OUT1
2OUT2
3OUT3

(6)HBA1割付

(7)HBA2割付

(3)制御出⼒割付

(1)警報1の機能

(2)警報2の機能

(4)警報1割付

(5)警報2割付
制御動作

⼊⼒レンジ

48×48ｍｍ 100
48×96ｍｍ 400
なし N
リレー接点 M
電圧パルス V
電流出⼒(DC0〜20mA) 7
電流出⼒(DC4〜20mA) 8
なし N
リレー接点 M
電圧パルス V
電流出⼒(DC0〜20mA)
電流出⼒(DC4〜20mA)

7
8

なし N
リレー接点 M
なし N
CTL-6 2点 T
CTL-12 2点 U
なし N
RS-485(RKC標準通信プロトコル)
RS-485(MODBUS通信プロトコル)

5
6

なし
あり（IP66）

N
なし (出荷時設定なし)  N
あり 以下の制御動作・⼊⼒レンジを
    指定してください。

あり 以下の制御動作・⼊⼒レンジおよび、
    イニシャルセットコード(警報関連割付)を
    続けて指定してください。

1

1

2

FAT付PID動作(逆動作)
DAT付PID動作(正動作)
GAT付加熱冷却PID制御
AAT付加熱冷却PID制御(空冷)
WAT付加熱冷却PID制御(⽔冷)

□□□⼊⼒レンジコード参照

K K010〜200℃
K020〜400℃
K030〜600℃
K040〜800℃
K050〜1000℃
K060〜1200℃
K070〜1372℃
K090.0〜400.0℃
K100.0〜800.0℃
K130〜100℃
K140〜300℃
K170〜450℃
K200〜500℃
K41-200〜+1372℃
K43-199.9〜+400.0℃

J J 010〜200℃
J 020〜400℃
J 030〜600℃
J 040〜800℃
J 050〜1000℃
J 060〜1200℃
J 07-199.9〜+300.0℃
J 100〜450℃

⼊⼒の種類

熱
電
対

熱
電
対

コード測定範囲(レンジ)

R R 010〜1600℃
R 020〜1769℃
R 040〜1350℃

S S 010〜1600℃
S 020〜1769℃

B B 01400〜1800℃
B 020〜1820℃

E E 010〜800℃
E 020〜1000℃

N N010〜1200℃

W5Re-W26Re W010〜2000℃
W020〜2320℃

PLll
A 010〜1300℃
A 020〜1390℃
A 030〜1200℃

U U01-199.9〜+600.0℃
L L 010〜400℃

⼊⼒の種類 コード測定範囲(レンジ)
Pt100 D01-199.9〜+649.0℃

D02-199.9〜+200.0℃
D03-100.0〜+50.0℃
D04-100.0〜+100.0℃
D05-100.0〜+200.0℃
D060.0〜50.0℃
D070.0〜100.0℃
D080.0〜200.0℃
D090.0〜300.0℃
D100.0〜500.0℃

JPt P 01-199.9〜+649.0℃
P 02-199.9〜+200.0℃
P 04-199.9〜+100.0℃
P 05-100.0〜+200.0℃
P 060.0〜50.0℃
P 070.0〜100.0℃
P 080.0〜200.0℃
P 090.0〜300.0℃
P 100.0〜500.0℃

⼊⼒の種類

測
温
抵
抗
体

コード測定範囲(レンジ)
T T 01-199.9〜+400.0℃

T 02-199.9〜+100.0℃
T 03-100.0〜+200.0℃
T 040.0〜350.0℃
T 05-199.9〜+300.0℃
T 060.0〜400.0℃

⼊⼒レンジ・・K熱電対0〜400℃ →コード︓K02

⼊⼒レンジ・・K熱電対0〜400℃

OUT1・・加熱制御出⼒

警報1・・上限偏差 →(1)コード︓A

警報1・・上限偏差（OUT3から出⼒）※

※OUT3は警報1と警報2のor出⼒

HBA・・無し →

→

→

警報2・・待機付き下限偏差 →(2)コード︓F

警報2・・待機付き下限偏差 （OUT3から出⼒）※

OUT2・・冷却制御出⼒
OUT3・・警報1と警報2のor出⼒

制御動作・・加熱冷却制御(⽔冷) →コード︓W

制御動作・・加熱冷却制御(⽔冷)
加熱制御出⼒・・OUT1から出⼒
冷却制御出⼒・・OUT2から出⼒

(例)

(3)コード︓1

(6)コード︓N
(7)コード︓N

(4)コード︓3
(5)コード︓3

-WK02

AF-1-33-NN

型式コード

下記の仕様/出⼒割付で⼯場出荷となります。
＊イニシャルセットコード＜警報関連割付＞の指定がない場合

＊制御動作・⼊⼒レンジ・イニシャルセットコードの指定がない場合
下記の仕様で⼯場出荷となります。

◆ご購⼊後でも設定変更可能です
◆OUT3ありの場合は警報1(上限偏差)で設定されています

◆ご購⼊後でも設定変更可能です

●AT付PID動作（コードF・D）の場合

●AT付加熱冷却PID動作（コードG・A・W）の場合

(※1)出荷値設定の指定で「コードN」の場合

(※2)出荷値設定の指定で「コード1」の場合

熱電対K⼊⼒ 0〜400℃(⼊⼒レンジコード︓K02)⼊⼒レンジ
AT付加熱冷却PID制御(空冷)

出⼒割付

あり
なし
あり

なし
制御出⼒（逆動作）

警報1 (上限偏差)

出⼒有無

OUT3

OUT3

OUT2
OUT1

OUT1
OUT2

なし

制御出⼒（逆動作）
なし

なし

あり
なし

なし

制御出⼒（逆動作）
なし

警報1 (上限偏差)

あり
あり

警報2 (下限偏差)

あり

警報1 (上限偏差)
制御出⼒（逆動作）

あり
あり

制御動作 AT付PID動作(逆動作)

出⼒形態 OUT1あり の場合 の場合OUT2なし
OUT1あり
OUT2あり

出⼒割付

出⼒有無

OUT3

OUT3

OUT2
OUT1

OUT1
OUT2

なし

制御出⼒（加熱）
なし

制御出⼒（冷却）
制御出⼒（加熱）
制御出⼒（冷却）

あり
あり

警報1 (上限偏差)

あり

あり
あり



⼊⼒種類

サンプリング周期
信号源抵抗の影響
⼊⼒導線抵抗の影響

電流検出器(CT)⼊⼒

●⼊⼒

（オプション） ※ローダ通信は標準装備

（オプション）

グループ1︓熱電対 K,J,T,S,R,E,B,N,W5Re/W26Re,U,L,PLII
グループ2︓測温抵抗体 Pt100,JPt100
0.25秒
約 0.2 μV/Ω (熱電対⼊⼒)
約 0.02 % of Span/Ω (測温抵抗体⼊⼒)
※ 1線あたり最⼤10 Ω以内 
(1) ⼊⼒点数 : 2点
(2) 電流検出器 : CTL-6-P-N 0.0〜30.0 A
        : CTL-12-S56-10L-N 0.0〜100.0 A

制御種類
設定範囲

付加機能

●制御

●警報

PID制御、加熱冷却PID制御 ※切換可能
a) ⽐例帯 : 0〜スパンまたは0.0〜スパン℃
※ゼロ設定で、加熱側、冷却側ともに⼆位置動作
b) 積分時間 : 0〜3600 s ※ ゼロ設定で、加熱側、冷却側ともに積分動作OFF
c) 微分時間 : 0〜3600 s ※ゼロ設定で加熱側微分動作OFF
d) アンチリセットワインドアップ (ARW)
: 加熱側⽐例帯の0〜100 % ※ゼロ設定で積分動作OFF
e) 冷却側⽐例帯（加熱冷却制御時）
: 加熱側⽐例帯の1〜1000 %
f) ⽐例周期 ︓1〜100s
ポストチューニング機能、RUN/STOP切換、
オートチューニング、スタートアップチューニング

警報種類
温度警報種類

温度警報タイマ
付加機能

温度警報、ヒータ断線警報、制御ループ断線警報
上限/下限/上下限偏差（sub設定付あり）、範囲内偏差（sub設定付あり）、
上限/下限設定値、待機付上限/下限偏差、待機付上下限偏差（sub設定付あり）
待機付上限/下限⼊⼒値、再待機付上限/下限/上下限偏差
ループ断線警報の出⼒、RUN中モニタ
 0〜600 s
励磁/⾮励磁選択、インターロック機能

●通信
インターフェース
プロトコル
ローダー通信

EIA規格 RS-485準拠
RKC標準通信またはMODBUS-RTU
RKC標準通信

●⼀般仕様
電源電圧

消費電⼒

質量

絶縁抵抗
耐電圧

周囲温度
防⽔防塵

 AC 85〜264 V [電源電圧変動を含む] (50/60 Hz共⽤)
(定格: AC 100〜240 V)
RZ100︓最⼤5.1VA(AC100V時）    最⼤7.6VA(AC240V時）
RZ400︓最⼤5.9VA(AC100V時）    最⼤8.4VA(AC240V時）
RZ100︓115g
RZ400︓165g
DC 500 V 20 MΩ以上（電源端⼦と測定⼊⼒端⼦間）
AC 3000 V 1分間（電源端⼦と測定⼊⼒端⼦間）
AC 1500 V 1分間（電源端⼦と接地端⼦間）
－10〜＋55 ℃
IP66（オプション）

●性能
⼊⼒精度
冷接点温度補償誤差

±（0.2 ％ of Reading +1digit） ＊⼊⼒種類、レンジにより異なる
±0.5 ℃ (-10〜+55℃の範囲)

RZ100RZ400

RZ100

RZ100

6

端⼦ 端⼦
1

8
7
6
5
4
3
2

12
11
10
9

19
18
17
16
15
14
13

24
23
22
21
20

① ②③

①リレー接点出⼒
②電圧パルス出⼒
③電流連続出⼒

OUT2出⼒

OUT1出⼒

OUT3出⼒

①リレー接点出⼒

リレー接点出⼒

熱電対 測温抵抗体

②電圧パルス出⼒
③電流連続出⼒

NO
① ②③

①リレー接点出⼒
②電圧パルス出⼒
③電流連続出⼒

OUT2出⼒
NO

NO

NO

測定⼊⼒A

B

B'

熱電対 測温抵抗体

測定⼊⼒A

B

B'

CT⼊⼒

COM

CT1

CT2

CT⼊⼒

COM

CT1

CT2

T/R(A)

SG

T/R(B)

L

AC
100〜240V

電源 L

AC
100〜240V

電源

OUT3出⼒
リレー接点出⼒NO

① ②③

OUT1出⼒
①リレー接点出⼒
②電圧パルス出⼒
③電流連続出⼒

NO

① ②③

通信

RS-485 T/R(A)

SG

T/R(B)

通信 不使⽤

不使⽤

不使⽤

不使⽤

RS-485

6

内容端⼦内容内容 内容 端⼦ 内容端⼦
１
２
３
４
５
６

13
14
15
16
17
18

8
7

9
10
11
12

MAX 5.9
MIN 3.2

6.5

圧着端⼦の⼨法

●出⼒
出⼒点数
出⼒割付
機能割付

出⼒種類

3点(OUT1〜OUT3)
制御・警報・HBA出⼒割付によって、制御・警報・HBA機能を各出⼒に割付け
制御出⼒(加熱・冷却)、警報1出⼒､警報2出⼒､HBA1出⼒､HBA2出⼒から割付
●注意 制御出⼒機能と警報/HBA機能を同じ出⼒（OUT）に割り付けた場合、
    制御出⼒機能が優先され、その警報/HBA機能は無効となります。
(1) リレー接点出⼒A (RZ400のOUT1・2）
   a) 接点⽅式 :  1a接点
 b) 接点容量 (抵抗負荷) :  AC 250V  3A、DC30 V 1A
 c) 電気的寿命 :  30万回以上 (定格負荷) （機械的寿命:5000万回以上）
(2) リレー接点出⼒B (RZ100のOUT1・2・3、  RZ400のOUT3)
＜制御出⼒として使⽤する場合の仕様＞
 a) 接点⽅式 :  1a接点
 b) 接点容量 (抵抗負荷) :  AC250V  3A、DC30V 1A
 c) 電気的寿命 :  10万回以上 (定格負荷) （機械的寿命:2000万回以上）
＜警報出⼒として使⽤する場合の仕様＞
 a) 接点⽅式 :  1a接点
 b) 接点容量 (抵抗負荷) :  AC250V  1A、DC30V  0.5A
 c) 電気的寿命 :  15万回以上 (定格負荷) （機械的寿命︓2000万回以上）
(3) 電圧パルス出⼒ ︓ DC 0/12V (定格)(許容負荷抵抗 500 Ω以上)
(4) 電流出⼒  ︓ DC 4〜20 mA、DC 0〜20 mA(許容負荷抵抗 500 Ω以下)

CRZ4108 Printed in Japan : JUL.2025  OBB8H(J)  All Rights Reserved.

●端⼦カバー（オプション）

●前⾯カバー（オプション）

KFB400-58KCA100-517

R

●CT︓ヒータ断線警報⽤電流検出器（オプション）
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